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２
０
１
８
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
夢
と
希
望
を
抱
き
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
一
月
に
な
り
ま
す
が
、
規
制
改
革

推
進
会
議　

医
療
・
介
護
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
「Society5.0

に
向
け
た
医
療
の
実
現
に
向
け

て
」
の
テ
ー
マ
で
、
当
院
が
取
り
組
む
「
遠
隔
診
療
」

の
話
し
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
のSociety 

5.0

と
は
、
社
会
の
進
化
を
示
し
て
お
り
、
狩
猟
社
会

（Society 1.0

）、
農
耕
社
会
（Society 2.0

）、
工

業
社
会
（Society 3.0

）、情
報
社
会
（Society 4.0

）

に
続
く
、
新
た
な
社
会
を
指
す
も
の
で
す
。
第
５
期

科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
我
が
国
が
目
指
す
べ
き

未
来
社
会
の
姿
を
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
と
し
て
提
唱

し
て
お
り
、
そ
れ
は
Ｉｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

で
全
て
の
人
と
モ
ノ
が
つ
な
が
れ
、
様
々
な
知
識
や
情

報
を
共
有
し
、そ
の
膨
大
な
情
報
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
使
い
、
必
要
な
時
に
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る

未
来
像
で
す
。
少
子
高
齢
化
な
ど
国
が
抱
え
る
多
く

の
課
題
を
克
服
し
た
近
未
来
の
社
会
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
話
し
た
内
容

は
、
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
い
当
地
域
に
お
い
て
、
85

歳
以
上
の
救
急
搬
送
患
者
、
新
規
入
院
患
者
、
さ
ら

に
は
退
院
後
も
通
院
困
難
に
な
ら
れ
る
高
齢
者
が
急

増
し
て
い
る
現
状
と
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
安
心
し
て

在
宅
に
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
Ｉｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
を

使
っ
た
「
遠
隔
診
療
」、「
在
宅
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
中
心
に
説
明
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
現
在
の
「
遠
隔
診
療
」
の
画
像
は
高

画
質
で
、
患
者
の
表
情
や
顔
色
を
鮮
明
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
転
倒
な
ど
在
宅
で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起

こ
っ
た
時
の
ア
ラ
ー
ト
機
能
も
備
え
て
い
る
こ
と
を
補
足

説
明
し
、
月
１
～
２
回
の
「
訪
問
診
療
」
に
「
遠
隔

診
療
」
を
併
用
す
る
こ
と
が
在
宅
患
者
の
安
心
と
満

足
度
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
将
来
、
必
要
不
可
欠
に
な
っ

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
も
付
け
加
え
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
も
、「
遠
隔
診
療
」

は
評
価
の
拡
充
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
通
院
困

難
な
高
齢
者
に
希
望
を
与
え
る
も
の
に
な
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
今
年
も
退
院
直
後
の
在

宅
支
援
チ
ー
ム
で
あ
る
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
）
の
実
績
を
積
み
上
げ
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
ア

ウ
ト
カ
ム
を
公
表
し
医
療
・
介
護
関
係
者
の
理
解
を
広

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
社
会
の
大
き
な

変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の
少
子
高
齢
化

と
言
う
閉
塞
感
を
打
破
し
、
近
未
来
の
豊
か
な
長
寿

社
会
に
向
け
て
、
我
々
が
地
域
医
療
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
さ
ら
に
大
き
く
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、２
０
１
８
年
グ
ル
ー
プ
方
針
を
示
し
ま
す
。

Aging in place 

『
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
最
後
ま
で
」
の
実

現
を
め
ざ
し
、
急
性
期
医
療
か
ら
在
宅
ま
で
、
保
健
・

予
防
・
医
療
・
介
護
の
各
分
野
が
一
体
的
に
提
供
で
き

る
総
合
ヘル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
ま
す
』

◎
保
健
・
予
防
分
野

『
い
つ
ま
で
も
元
気
で
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス

社
会
を
築
く
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
、

さ
ら
に
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に

継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
』

１
．
人
間
ド
ッ
ク
、専
門
ド
ッ
ク（
脳
・
肺
・
乳
腺
ド
ッ

ク
）、
２
次
検
診
へ
積
極
的
な
取
り
組
み
、
受
診

者
の
１
割
ア
ッ
プ
を
図
る

２
．
行
政
と
協
力
し
て
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

の
受
診
率
ア
ッ
プ
に
努
め
る

３
．
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
・

栄
養
教
室
）
の
参
加
者
を
増
や
し
継
続
を
図
る

４
．
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
市
民

公
開
講
座
を
、
ゆ
う
あ
い
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
恒
例
化
（
隔
月
）
す
る

５
．
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
フ
レ
イ
ル
な

ど
、
介
護
分
野
と
連
携
し
、
疾
病
予
防
・
介
護
予

防
等
を
中
心
に
、
総
合
的
な
対
策
を
行
う
。

◎
医
療
分
野

『
急
性
期
機
能
を
充
実
し
、
効
率
的
で
、
質
の
高

い
医
療
の
提
供
を
目
指
す
と
共
に
、
退
院
後
も
ケ

ア
の
継
続
が
図
れ
る
よ
う
に
地
域
の
医
療
機
関
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て
在
宅
医
療
を
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
』 

１
．
地
域
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り

　

①
急
性
期
機
能
の
充
実

○
新
規
入
院
患
者
３
３
０
０
名
以
上
の
受
入
れ
体
制
強
化

・
医
師
臨
床
研
修
協
力
型
か
ら
基
幹
型
へ
指
導
体
制
の
構
築

・
看
護
師
「
特
定
行
為
」
指
定
研
修
施
設
と
し
て

の
充
実
（
特
定
行
為
区
分
を
増
や
す
）

・
救
急
患
者
受
入
れ
体
制
の
強
化

・
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
強
化
（
紹
介
入
院
患
者
増
）

・
平
均
在
院
日
数
短
縮
化
に
向
け
入
退
院
支
援
・

調
整
を
推
進
す
る

・DCU

（Dementia Care Unit

）
の
充
実

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

・
在
宅
患
者
の
看
取
り
体
制
構
築
を
本
格
化

・
在
宅
医
療
支
援
体
制M

BC(M
edical Base 

Camp)

の
さ
ら
な
る
充
実

・
医
療
と
介
護
情
報
の
一
元
化
・
共
有
化

・
他
業
種
（OPTiM

等
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
本
格
化

③
医
療
の
質
向
上
を
目
指
し
て

・TQM
(Total Quality M

anagement

）
推
進　
　

  

２
．
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
「
働
き
方
改
革
」
を
推
進

　

タ
ス
ク
・
シ
フ
ト
等
業
務
の
効
率
化
推
進
、
時
間
外

勤
務
の
短
縮
、
年
次
有
給
休
暇
取
得
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
（
多
様
な
勤
務
形
態
）
の
更
な
る
推
進

②
人
事
制
度
の
刷
新
を
図
る　
　
　

③
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ー
ス
の
教
育
・
育
成

３
．
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
医
療
安
全
、

院
内
感
染
防
止
）
の
更
な
る
向
上

４
．
病
院
機
能
評
価
更
新
に
万
全
の
体
制
で
臨
む

　

○
各
部
署
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

５
．
海
外
研
修
の
充
実

・Pali M
omi M

edical Center

（
ハ
ワ
イ
）
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

◎
介
護
・
福
祉
分
野

『
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
在
宅
で
の
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
』

１
．
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現

①
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
在
宅
復
帰
・
在

宅
療
養
支
援
機
能
の
充
実

○
回
転
率
10
％
以
上
、
在
宅
復
帰
率
50
％
以
上
、

稼
働
率
95
％
を
維
持
す
る

・
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
効
率
的
運
営

・
ア
ウ
ト
カ
ム
重
視
し
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能
の
充
実
を
図
る

②
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
は
医
療
と
一
体
化
を
推
進

・
在
宅
医
療
支
援
体
制M

BC(M
edical Base 

Camp)

と
一
体
化
を
図
る

・
他
業
種
（OPTiM

 . ALSOK

）
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
進
め
る

③
各
事
業
を
機
能
的
に
連
携
す
る

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
新
規
開
設
と
順
調
な
運
営

（
６
月
開
設
）

・
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
稼
働
率
70
％
を
め
ざ
す

・
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
小
規
模
多
機
能
・
居

宅
系
施
設
・
老
人
保
健
施
設
の
統
括
的
連
携

④
人
材
採
用
・
育
成
の
た
め
の
専
属
部
門
開
設

・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
向
け
て
、
「
認

知
症
ケ
ア
」
の
教
育
研
修
の
強
化

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
・
笑
顔
と

挨
拶
の
徹
底

・
外
国
人
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
・
育
成
の
強
化

２
．
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス（
多
様
な
勤
務
形
態
）

の
更
な
る
推
進

②
子
育
て
支
援
・
介
護
支
援
の
充
実

③
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
外
勤
務
の
短
縮
、

年
次
有
給
休
暇
取
得
を
進
め
る

④
人
事
制
度
の
刷
新

３
．
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
転
倒
転
落
防

止
、
院
内
感
染
防
止
）
の
更
な
る
向
上

４
．「
ゆ
う
あ
い
社
会
福
祉
事
業
団
」
の
更
な
る
充
実

発行者　祐愛会織田病院企画室
責任者　織田 正道
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社会医療法人
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Society 5.0

に
む
け
た
医
療
の
実
現

近
未
来
に
お
け
る
地
域
医
療
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
め
ざ
せ
！

　
　
│ 

２
０
１
８
年
グ
ル
ー
プ
方
針 

│

社
会
医
療
法
人  

祐
愛
会
織
田
病
院  

理
事
長

　織
田 

正
道
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地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
は
厚
生
労
働

省
の
正
式
な
研
究
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
毎
年
報
告
書
を
出
し
て
お
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
政
策
決
定
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
５
月
に
新
た
な
報
告
書
が
公
表
さ
れ

た
の
で
、
そ
の
報
告
書
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
報
告
書
は
６
回
目
の
報
告
書

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
項
目
だ

け
見
て
も
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
毎
年
確

実
に
変
化
（
進
化
）
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
回
の
重
要
項
目
は
６
項
目

あ
り
、
そ
の
内
容
は　

①
地
域
共
生
の

実
現　

②
２
０
４
０
年
に
向
け
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム　

③
「
尊
厳
」
と

「
自
立
支
援
」
を
守
る
予
防　

④
中
重

度
者
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み　

⑤

２
０
４
０
年
に
向
け
た
事
業
者
の
姿　

⑥
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。
①
の
地

域
共
生
に
つ
い
て
は
以
前
も
述
べ
た
事

が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
上
位
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
医
療
・
福
祉
を
含
め

た
私
た
ち
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
示

し
た
も
の
で
す
。
②
で
は
こ
れ
ま
で
目

標
の
年
が
２
０
２
５
年
で
あ
っ
た
も
の

が
さ
ら
に
先
延
ば
し
さ
れ
２
０
２
５
年

は
目
標
年
の
最
初
の
年
と
な
り
、
団
塊

の
世
代
の
死
亡
者
数
が
ピ
ー
ク
と
な

る
２
０
４
０
年
が
設
定
さ
れ
た
上
で
、

２
０
４
０
年
に
向
け
て
求
め
ら
れ
る
４

つ
の
取
組
を
③
④
⑤
⑥
と
し
て
示
し
て

い
ま
す
。
以
下
③
④
⑤
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
⑥
に
つ
い
て
は
地
域
の
自
治

体
の
取
組
に
つ
い
て
の
制
度
的
な
内
容

が
主
な
も
の
な
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③　

こ
の
項
目
で
は
介
護
予
防
の
重
要

性
が
再
度
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以

前
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
「
自
立
支
援
」

に
加
え
て
「
尊
厳
」
と
い
う
言
葉
が
加

え
ら
れ
「
自
立
支
援
は
心
身
機
能
の
改

善
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の

尊
厳
の
保
持
の
た
め
に
あ
る
」
こ
と
を

明
確
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
介

護
予
防
の
内
容
も
「
社
会
参
加
」
の

一
次
予
防
、「
虚
弱
を
遅
ら
せ
る
」
二

次
予
防
、「
重
度
化
を
遅
ら
せ
る
」
三

次
予
防
に
加
え
て
ゼ
ロ
次
予
防
と
し
て

「
地
域
で
つ
な
が
る
」
こ
と
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。

④　

今
回
の
報
告
書
で
は
中
重
度
者
と

い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
、
中
重
度
者
が

住
む
多
様
な
住
ま
い
（
自
宅
と
自
宅
以

外
の
住
ま
い
）
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
形
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
か
が
重
要
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
行
政
に
対

し
て
は
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
担
当

部
局
の
早
急
な
設
置
を
求
め
、
医
療
・

介
護
の
事
業
者
に
対
し
て
は
多
職
種
連

携
に
よ
る
チ
ー
ム
ケ
ア
を
推
進
さ
せ
、

連
携
と
い
う
つ
な
が
り
方
を
を
さ
ら
に

強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
に
２
０
４
０

年
ま
で
に
は
「
協
調
」
ま
た
は
「
統
合
」

を
目
指
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

⑤
は
医
療
・
介
護
を
提
供
し
て
い
る
法

人
に
向
け
て
の
提
言
で
す
、
こ
こ
で
は

従
来
の
バ
ラ
バ
ラ
に
提
供
さ
れ
て
き
た

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

今
後
は
多
職
種
連
携
に
よ
る
一
体
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
必
要
性
を
強
調
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
一
体
的
サ
ー
ビ

ス
の
中
核
と
な
る
も
の
が
「
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
」「
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
」「
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
今
回
の
報
告
書
の
主
な
内
容

で
す
が
、
そ
れ
ら
は
現
在
祐
愛
会
が
す

で
に
進
め
て
い
る
も
の
や
目
指
し
て
い

る
も
の
と
さ
ほ
ど
違
い
が
な
い
事
が
お

分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
初
の
看
護
師
特
定
行
為
研
修

が
平
成
29
年
10
月
２
日
、
織
田
病
院
で

開
講
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
開
講
式

か
ら
３
ヶ
月
が
経
過
し
、
２
科
目
の
修

了
試
験
に
受
講
生
全
員
が
合
格
し
、
来

年
９
月
の
卒
業
に
向
け
て
勤
務
の
傍
ら

日
夜
、勉
学
に
励
ん
で
い
る
毎
日
で
す
。

　

昨
年
10
月
の
開
講
式
は
、
佐
賀
県
初

第
一
号
、
九
州
で
三
番
目
の
認
定
施
設

と
い
う
こ
と
で
多
く
の
来
賓
の
方
々
に

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
開

式
の
辞
を
特
定
行
為
研
修
セ
ン
タ
ー
長

で
あ
る
伊
山
院
長
に
述
べ
て
頂
い
た

後
、
織
田
理
事
長
に
は
受
講
生
に
対

し
「
地
域
医
療
を
支
え
る
パ
イ
オ
ニ
ア

に
」
と
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
御
来
賓
で
あ
る
九
州
厚

生
局
健
康
福
祉
本
部
長　

遠
山
明
広
様

に
２
０
２
５
年
以
降
の
超
高
齢
社
会
に

対
す
る
医
療
の
中
で
の
特
定
行
為
の
実

践
者
の
目
指
す
方
向
性
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
御

来
賓
に
は
同
じ
く
厚
生
局
看
護
指
導
官　

山
下
智
美
様
、
杵
藤
保
健
福
祉
事
務
所

長　

吉
岡
克
己
様
、
佐
賀
県
庁
健
康
福

祉
本
部
医
務
課
技
術
監　

南
里
玲
子

様
、
鹿
島
藤
津
地
区
医
師
会
会
長　

中

村
秀
三
先
生
、
佐
賀
県
看
護
協
会
長　

内
田
素
子
様
に
御
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
佐
賀
県
山
口
知
事
、
佐
賀

県
医
師
会
池
田
会
長
、
鹿
島
市
樋
口
市

長
よ
り
祝
電
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
代
表
か
ら
は
手
術
室
主
任　

谷
口
繁
樹
君
が
「
治
し
支
え
る
医
療
を

担
う
私
た
ち
」
と
し
て
堂
々
と
決
意
表

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
後
日
、
佐
賀
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
を
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

受
講
生
全
員
に
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
使
用
す
る
参
考
書
も
贈
呈

し
て
い
た
だ
き
、
全
員
で
記
念
写
真
を

撮
影
し
会
は
盛
況
に
閉
会
し
ま
し
た
。

と
も
か
く
多
く
の
方
々
の
支
え
に
よ
り

無
事
に
開
講
で
き
た
こ
と
を
研
修
指
導

者
と
し
て
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

受
講
生
全
員
は
志
願
し
て
研
修
を
受

講
し
て
い
ま
す
が
、
医
学
分
野
中
心
の

内
容
で
あ
る
た
め
臨
床
に
お
け
る
医
師

の
高
度
な
判
断
と
実
践
の
壁
を
感
じ
始

め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

研
修
終
了
後
に
は
看
護
の
心
に
医
学
的

知
識
が
備
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
師
と

看
護
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
橋
渡
し
役

に
な
り
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
に
欠
か
せ
な

い
存
在
に
な
れ
る
と
実
感
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
次
第
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
報
告
書

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
施
設
長

　千
々
岩 

親
幸

看
護
師
特
定
行
為
研
修
セ
ン
タ
ー
開
講
式

看
護
師
長

　山
本 

晶
子
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平
成
29
年
10
月
２
日
、
看
護
師
特
定

行
為
研
修
の
開
講
式
を
盛
大
に
行
っ
て

い
た
だ
き
、
私
達
研
修
生
５
名
は
特
定

行
為
取
得
（
術
後
疼
痛
関
連
）
を
目

指
し
研
修
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在

は
ｅ 

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
講
義
と
集

合
研
修
（
合
計
315
時
間
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
研
修
後
に
は
、
各
分
野

の
修
了
試
験
（
一
科
目
100
問
）
を
受
け

て
い
ま
す
。
机
上
で
の
勉
強
以
外
で
は

身
体
診
察
の
習
得
に
向
け
て
お
互
い
に

診
察
練
習
を
行
い
、
ま
た
お
互
い
が
得

た
知
識
を
共
有
す
る
な
ど
し
て
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
実
際
研
修
を
受
け
て

み
る
と
今
ま
で
自
分
に
な
か
っ
た
知
識

が
多
く
、
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
今
ま
で
理
解
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
自
分
の
知
識
と

し
て
習
得
す
る
こ
と
で
、
勉
強
す
る
こ

と
の
大
切
さ
や
面
白
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
研
修
で
得
た
知
識
を
元
に
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
駆
使
し

臨
床
現
場
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

院
内
の
看
護
師
一
人
ひ
と
り
の
知
識
が

深
ま
る
よ
う
に
、
得
た
知
識
を
日
々
の

業
務
の
中
で
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
研
修
を
受
け
る
中
で
仕
事
と

の
両
立
が
大
変
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
特
定
行
為
取
得
に
向
け
て
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
９
月
２
日
、
鹿
島
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ブ
ル
に
て

第
40
回
佐
賀
救
急
医
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
学
会
の
テ
ー
マ

は
、
「A

ging in place 

ず
っ
と
、

こ
の
街
で
。
～
地
域
を
支
え
る
救
急

医
療
～
」
と
し
ま
し
た
。
私
た
ち
祐

愛
会
の
基
本
方
針
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「A
ging in place 

」
を
そ
の
ま
ま

学
会
テ
ー
マ
と
し
て
、
そ
の
中
に
お

け
る
救
急
医
療
に
つ
い
て
皆
で
考
え

る
学
会
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
施
設
か
ら
、
口
演
10

題
、
示
説
11
題
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
高

齢
者
の
救
急
医
療
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
消
防
、
救
急
認
定
看
護
師
、
二

次
救
急
病
院
、
三
次
救
急
病
院
の
各

立
場
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、

連
携
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
討
議

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
講
演

は
、
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長　

山
下
秀
一
先
生
に
「
佐
賀
大
学
医
学

部
附
属
病
院
総
合
診
療
部
の
高
齢
者

救
急
と
の
か
か
わ
り
」
と
い
う
演
題

で
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
新
し
い
試
み
と
し

て
杵
藤
地
区
広
域
消
防
救
急
救
命
士

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
高
齢
者
急
変

時
の
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
勉
強
会
」

を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
の
介

護
施
設
職
員
90
名
、
一
般
市
民
20
名

の
参
加
が
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

高
齢
者
急
変
時
の
緊
急
対
応
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
口
演
・
示

説
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
医
療
関
係
者

の
み
の
参
加
と
し
ま
し
た
が
、
特
別

講
演
と
「
高
齢
者
急
変
時
の
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
勉
強
会
」
は
、
事
前
申

し
込
み
不
要
、
一
般
参
加
無
料
と
し

て
、
新
聞
で
も
広
報
し
、
広
く
地
域

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
学
会

と
し
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
多
職
種
か
ら
な
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
学
会
開

催
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。
第
38
回

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
第
39
回
佐

賀
大
学
開
催
時
の
学
会
視
察
に
始
ま

り
、
テ
ー
マ
の
選
定
、
ポ
ス
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
の
公
募
、
演
題
募
集
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
、
会
場
設
営
、
受
付
進

行
な
ど
各
担
当
チ
ー
フ
が
中
心
と

な
っ
て
自
律
的
に
用
意
周
到
な
準
備

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、

学
会
当
日
は
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
ブ
ル
も

無
く
、
開
催
担
当
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
地
域
の
救
急
対
応
力
向
上
に
も

少
し
は
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
組
織
は
、
何
か
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
現
れ
る
と
、
皆
が
自

律
的
に
持
て
る
力
を
結
集
し
、
全
て

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
学

会
も
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
に
依
頼
す
る

こ
と
も
無
く
、
全
て
を
職
員
の
力
だ

け
で
行
い
ま
し
た
。
祐
愛
会
の
結
束

力
、
集
中
力
、
瞬
発
力
は
、
ど
こ
に

も
負
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
再
確
認

で
き
た
学
会
と
な
り
ま
し
た
。
学
会

準
備
・
運
営
を
担
当
し
て
く
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
当

日
学
会
に
参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ

ん
、
み
ん
な
の
お
か
げ
で
、
学
会
長

の
大
役
を
何
と
か
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。

第
40
回

　佐
賀
救
急
医
学
会 

in 

鹿
島

院
長

　伊
山 

明
宏
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デ
ク
ビ
タ
ス

委
員
会
で
は
、

平
成
29
年
10
月

20
日
に
市
民
公

開
講
座
を
開
催

し
、
近
隣
施
設

よ
り
、
医
師
、

看
護
師
、
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
、
一

般
市
民
あ
わ
せ

て
160
名
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
は
、

平
川
医
師
よ
り

褥
瘡
の
治
療
、

渕
管
理
栄
養
士

よ
り
栄
養
管
理
、

福
地
理
学
療
法

士
よ
り
ポ
ジ
シ

ョ
ニ
ン
グ
、
野
田
よ
り
ス
キ
ン
ケ
ア

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を

活
か
し
た
内
容
で
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
に
直
面
す
る
私
た
ち

に
と
っ
て
、
褥
瘡
予
防
は
特
別
な
こ

と
で
は
な
く
、
対
象
と
な
る
す
べ
て

の
人
に
適
切
な
予
防
ケ
ア
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域

包
括
ケ
ア
が
進
む
中
、
療
養
の
場
は

病
院
や
施
設
だ
け
で
な
く
在
宅
に
移

行
し
て
き
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
で

予
防
ケ
ア
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
回
、
少
数
で
は
あ
り
ま
す

が
一
般
市
民
の
方
の
参
加
も
あ
り
、

褥
瘡
予
防
が
認
知
さ
れ
だ
し
た
と
感

じ
ま
し
た
。
患
者
や
利
用
者
が
在
宅

ケ
ア
へ
移
行
す
る
際
に
、
医
療
従
事

者
が
適
切
な
ケ
ア
を
実
施
、
指
導
す

る
こ
と
で
療
養
生
活
に
対
す
る
不

安
・
負
担
の
軽
減
と
な
り
、A

ging 
in Place

「
住
み
な
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
最
後
ま
で
」
に
繋
が
り
ま

す
。
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
今

後
も
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

市
民
公
開
講
座「
多
職
種
か
ら
学
ぶ
褥
瘡
サ
ポ
ー
ト
」

看
護
部

　野
田 

由
香
里

　

平
成
29
年
７
月
29
日
・
30
日
の
２
日

間
、
武
雄
温
泉
ハ
イ
ツ
に
て
「
第
１
回
祐

愛
会
未
来
創
造
会
議　

～
Ｎｅｘ
ｔ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
宿
泊
研
修
会
は
、
平
成

18
年
に
主
任
を
対
象
に
し
た
も
の
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
も
そ
の
受
講
者

の一
人
で
、
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
お
り
、

大
変
刺
激
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
今
回
は
「
Ｎｅｘ
ｔ
リ
ー
ダ
ー
」
を

対
象
に
織
田
病
院
16
名
、
ゆ
う
あ
い
ビ

レ
ッ
ジ
14
名
の
計
30
名
が
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
副
施
設
長
・
看
護

部
長
・
事
務
部
長
・
師
長
・
課
長
に
は

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、初
め
に
伊
山
院
長
か
ら

祐
愛
会
未
来
創
造
会
議
の
目
的
と
リ
ー

ダ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。組
織
の
目
的
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
を
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。次
に
問
題
解
決
法
の
１
つ

で
あ
る「
Ｋ
Ｊ
法
」に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
い
ろ
ん
な

意
見
が
出
し
易
い
よ
う
に「
職
場
の
活
性

化
」と
し
ま
し
た
。１
日
目
は
問
題
点・課

題
の
抽
出
を
行
い
ま
し
た
。初
め
て
Ｋ
Ｊ

法
を
行
う
者
も
お
り
、ま
た
、普
段
顔
を

合
わ
せ
な
い
職
員
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、予
定
時
間
ど
お
り

に
ま
と
ま
ら
ず
、夜
遅
く
ま
で
話
し
合
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。夕
食

で
は
少
し
お
酒
も
入
り
、日
頃
接
す
る
機

会
が
な
い
部
署
の
人
や
、病
院
ス
タ
ッ
フ
と

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
情
報
交
換
を
行
う
い
い

機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

２
日
目
は
、
問
題
点
・
課
題
の
発
表

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
６
グ
ル
ー
プ
か
ら

発
表
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

問
題
点
・
課
題
に
対
す
る
対
策
を
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
し
、
ま
と
め
の
発
表
で
す
。
グ

ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
違
う
視
点
で
、
理
想
の

リ
ー
ダ
ー
像
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
、
業
務
改
善
な
ど
具
体
的
な
内
容

の
発
表
で
し
た
。
他
の
グ
ル
ー
プ
や
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
か
ら
質
問
や
助
言
も
あ
り
活

発
な
議
論
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
最

後
に
伊
山
院
長
か
ら
総
評
が
あ
り
、
２

日
間
の
研
修
会
は
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

　

研
修
後
の
課
題
と
し
て
、
自
部
署
で

実
施
す
る
目
標
を
設
定
し
、
11
月
に
３
ヶ

月
間
で
取
り
組
ん
だ
内
容
を
発
表
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
サ
ン
キ
ュ
ー
カ
ー
ド
導

入
や
業
務
改
善
、
自
分
が
変
わ
る
こ
と

や
新
人
教
育
の
見
直
し
、
職
員
の
や
り

が
い
を
見
出
す
な
ど
、
短
い
期
間
で
は
あ

り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
行
動
に
移

す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
他

部
署
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
お
り
情

報
共
有
が
で
き
た
」、「
自
分
が
動
い
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と
意
欲
が
高
ま
っ
た
」

な
ど
前
向
き
な
意
見
が
多
く
こ
の
研
修

会
が
い
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
参
加
者
が
各
部
署
や
法

人
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
回 

祐
愛
会 

未
来
創
造
会
議 

〜
Ｎｅｘ
ｔ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
〜 

を
開
催
し
て
人
事
課
長

　宮
﨑 

公
志
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11
月
14
日
の
世
界
糖
尿
病
デ
ー
に

ち
な
ん
で
、
当
院
糖
尿
病
委
員
会
で

も
11
月
17
日
に
「
糖
尿
病
市
民
公
開

講
座
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
糖
尿
病
治
療
中
の
方
か
ら
、

予
防
を
目
的
と
し
て
い
る
方
な
ど

様
々
で
す
。

　

ま
ず
受
付
に
て
血
圧
測
定
や
体

重
測
定
、
血
糖
測
定
を
行
い
、
医

師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、

理
学
療
法
士
か
ら
の
講
義
。
そ
し
て
、

昼
食
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
職
種
の
専
門
性
を
生
か
し
た
講

義
や
実
演
を
行
い
、
参
加
者
も
メ
モ

を
取
り
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
天
気
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
熱
意
に
よ
り
雨
雲
を
払
い
の
け
る

こ
と
が
で
き
、
少
し
肌
寒
く
は
あ
り

ま
し
た
が
蟻
尾
山
コ
ー
ス
を
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
歩
く
ス
ピ
ー
ド

は
様
々
で
す
が
、
自
分
の
ス
ピ
ー
ド

を
保
ち
歩
行
さ
れ
ゴ
ー
ル
に
着
い
た

時
に
は
皆
さ
ん
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が

見
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
食
事
と
運
動
に

気
を
つ
け
ま
す
。
」
「
今
回
の
献
立

を
参
考
に
家
で
も
努
力
し
ま
す
。
」

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
」
等
、
前
向
き
な
意

見
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
糖
尿
病
委
員
会
で
は
、
料

理
教
室
や
運
動
教
室
、
ま
た
公
開
講

座
な
ど
を
通
し
て
現
在
糖
尿
病
に
つ

い
て
悩
ん
で
い
る
人
や
予
防
を
心
が

け
て
い
る
人
達
の
役
に
立
て
る
よ
う

な
取
組
み
、
啓
発
活
動
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
糖
尿
病
市
民
公
開
講
座
を
開
催
」

看
護
部

　河
本 

健
太
郎

「
ゆ
う
あ
い
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　地
域
嚥
下
サ
ポ
ー
ト
勉
強
会
」

言
語
聴
覚
士

　平
田 

美
帆
・
松
枝 

知
香

　

平
成
29
年
11
月
17
日
に
『
認
知
症

の
摂
食
嚥
下
障
害
に
つ
い
て
』
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
嚥
下
サ
ポ
ー
ト
勉

強
会
を
鹿
島
市
エ
イ
ブ
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
内
容
は
耳
鼻
科
岡
医
師

か
ら
「
嚥
下
障
害
の
基
礎
」、
松
枝

言
語
聴
覚
士
か
ら
「
認
知
症
患
者
の

摂
食
嚥
下
障
害
」
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
第
４
回
目

の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
地
域
の
病

院
や
施
設
の
看
護
師
、
介
護
士
な
ど

計
172
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
90
％

以
上
の
方
か
ら
「
内
容
が
理
解
で
き

た
」、「
今
後
に
役
立
て
る
」
と
回
答

し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
か

ら
の
要
望
と
し
て
「
口
腔
内
へ
の
溜

め
込
み
に
対
す
る
対
処
法
を
知
り
た

い
」「
口
が
上
手
く
開
か
ず
に
口
角

か
ら
食
事
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
方
へ

の
対
応
を
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
現

場
な
ら
で
は
の
ご
意
見
も
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
次
年
度
以
降

の
テ
ー
マ
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
徘
徊

さ
れ
る
患
者
様
や
利
用
者
様
へ
の
対

応
方
法
に
つ
い
て
、
痰
の
吸
引
方
法
、

施
設
で
の
看
取
り
に
つ
い
て
な
ど
、

摂
食
嚥
下
障
害
以
外
の
内
容
の
要
望

も
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
意
見
も
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
嚥
下
サ
ポ
ー
ト
勉
強
会
を
開
催

し
、
退
院
後
も
継
続
し
た
ケ
ア
が
行

え
る
よ
う
、
地
域
の
方
々
に
必
要
と

さ
れ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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村
上 

佑
香

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

①
成
人
を
迎
え
た
感

想
は
／
実
感
は
正
直

あ
ま
り
わ
き
ま
せ
ん
が
、大
人
と
し
て

責
任
を
も
っ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。成
人
と
な
り
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
事
が
楽

し
み
で
す
。②
成
人
を
し
て
や
っ
て
み
た

い
こ
と
は
／
だ
い
す
き
な
人
た
ち
と
た

く
さ
ん
思
い
出
を
作
れ
る
よ
う
に
、貯

金
し
、旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。一
眼
レ
フ

で
、イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
よ
う
な
写
真
を

と
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。③
自
己

Ｐ
Ｒ
／
ど
ん
な
時
も
笑
顔
で
い
れ
る
こ

と
で
す
。楽
し
い
事
が
あ
る
と
自
然
と

笑
顔
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、辛
い
時
こ

そ
少
し
で
も
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

佐
藤
芙
実
子

（
２
階
療
養
棟
）

①
ま
だ
ま
だ
実
感
が

湧
き
ま
せ
ん
が
、成
人

の
自
覚
を
も
っ
て
後
悔
し
な
い
よ
う
毎

日
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。②
海
外
に

い
き
た
い
で
す
。お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
め

る
よ
う
訓
練
し
ま
す
！
③
ど
ん
な
と
き

も
向
上
心
を
持
っ
て
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
い

き
ま
す
！

堤
　
彩
夏

（
小
規
模
サ
テ
ラ
イ
ト
）

①
実
感
が
ま
だ
湧
き

ま
せ
ん
が
、社
会
人
と

し
て
の
自
覚
を
改
め
今
後
の
生
活
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。②
旅
に
出
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。行
っ
た
事
の
な
い
土
地
で

し
か
学
べ
な
い
こ
と
を
吸
収
し
た
い
で

す
。③
私
は
、優
し
さ
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。自
分
に
は
厳
し
く
、ふ
れ
あ
う
人

に
は
優
し
く
接
し
、そ
の
人
な
ら
で
は
の

個
性
を
見
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

中
山 

亜
耶

（
１
階
療
養
棟
）

①
実
感
は
な
い
で
す

が
、大
人
の
仲
間
入
り

を
す
る
の
で
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、社
会
人
と
い
う
自
覚
を
も
って
生
活

で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
っ
と
頑
張
り

た
い
で
す
。②
お
酒
を
飲
め
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。そ
し
て
お
金
を
貯
め
、た

く
さ
ん
旅
行
に
行
って
み
た
い
で
す
。

③
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
、こ
れ
か
ら
も

今
ま
で
以
上
に
仕
事
を
頑
張
り
、楽
し

く
毎
日
を
過
ご
し
て
行
き
た
い
で
す
。

江
口 

瑠
華（
３
Ｆ
）

①
今
ま
で
と
は
違
う

も
っ
と
大
人
な
人
間

に
な
っ
て
い
き
た
い
。②

沢
山
あ
り
す
ぎ
る
の
で（
笑
）し
い
て
言

う
な
ら
、旅
を
し
て
み
た
い
で
す
！
③
一つ

の
も
の
に
と
ら
わ
れ
ず
、広
い
視
野
を

持
っ
て
何
事
に
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
！

坂
本 

麻
菜（
３
Ｆ
）

①
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
っ
て
や
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
潰
れ
る
く
ら
い
ま
で
お
酒
を
呑
ん
で

み
た
い
で
す(

笑)

③
何
事
も
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
！

吉
冨 

美
季（
３
Ｆ
）

①
旧
友
と
の
再
会
に

よ
っ
て
旧
友
の
が
ん
ば

り
を
聞
い
て
、自
分
も

も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

を
感
じ
ま
し
た
。②
世
界
一
周
し
て
み
た

い
で
す(

笑)

　

③
看
護
師
に
な
る
た
め
に
も
、今
、目
の

前
の
准
看
護
師
試
験
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
！

北
島 

明
日
香（
４
Ｆ
）

①
嬉
し
い
で
す
。こ
れ

ま
で
以
上
に
成
人
と

し
て
の
け
じ
め
を
も

ち
、責
任
あ
る
行
動
を
と
り
た
い
と
思
い

ま
す
。② 

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、経
験
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。③
持
ち
前
の
明
る
さ
と
元
気
で
、仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両
立
を
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
柳 

奈
央（
４
Ｆ
）

①
支
え
て
く
れ
る
周

り
の
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。こ
れ
か
ら
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
た
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

②
資
格
を
取
得
し
、い
ろ
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。③
不

安
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

中
島 

優
希（
４
Ｆ
）

①
こ
れ
ま
で
育
て
て

く
れ
た
母
・
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
周
り
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。②
今
し
か
で
き
な
い
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。③
准
看

護
師
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
や
仕
事
を

今
ま
で
以
上
に
頑
張
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
成
人
お
め
で
と
う

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
　
４
名

織
田
病
院
　
　
　
　
　
　
６
名

　
平
成
29
年
10
月
か
ら
着
任
し
ま
し
た
外
科

の
中
村
淳
で
す
。

　
平
成
13
年
に
当
時
の
佐
賀
医
科
大
学
を
卒

業
し
、
佐
賀
大
学
病
院
、
佐
賀
県
立
病
院
、

織
田
病
院
で
勤
務
し
た
の
ち
平
成
16
年
６
月

〜
平
成
29
年
９
月
ま
で
は
佐
賀
大
学
の
一

般
・
消
化
器
外
科
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

着
任
し
て
ま
だ
４
ヶ
月
足
ら
ず
で
す
が
、
当
院
に
は
３
年
目
の
時
に
１
年
間

お
世
話
に
な
り
鹿
島
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
当
時
と
変
わ
ら
な
い
鹿

島
の
街
並
み
を
散
策
し
な
が
ら
大
変
懐
か
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。（
早
速
、

当
時
の
行
き
つ
け
の
居
酒
屋
で
鹿
島
の
美
味
し
い
地
酒
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。）
ま
た
、
昔
か
ら
の
職
員
の
方
々
も
数
多
く
残
っ
て
お
ら
れ
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
る
の
で
、
非
常
に
心
強
く
働
き
や
す
い
環
境
に
改
め
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
大
学
病
院
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
約
５
年
間
乳
腺
外
科
の
チ
ー
フ
を
務
め
、

一
次
乳
房
再
建
率
の
向
上
や
乳
腺
内
視
鏡
手
術
の
導
入
な
ど
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
乳
腺
外
科
を
中
心
に
一
般
外
科
領
域
で
鹿
島
・
西
部
地
区
の

地
域
医
療
に
貢
献
し
、
皆
様
と
一
緒
に
織
田
病
院
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
任
Dr
紹
介

（一般・乳腺外科）
中村　淳

　
２
０
１
７
年
10
月
１
日
よ
り
佐
賀
大
学
・

一
般
・
消
化
器
外
科
医
局
か
ら
赴
任
と
な
り

ま
し
た
、田
中
太
と
申
し
ま
す
。

　
自
分
は
高
校
ま
で
新
潟
県
に
在
住
し
て
お

り
ま
し
て
、大
学
よ
り
佐
賀
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。医
学
と
い
う
専
門
分
野

を
６
年
間
、多
額
の
税
金
を
使
っ
て
教
育
し

て
い
た
だ
い
た
佐
賀
へ
の
御
恩
は
、自
分
の
身
体
と
医
療
活
動
で
報
い
た
く

そ
の
ま
ま
卒
後
も
残
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、医
師
と
し
て
の
日

は
浅
く
、修
練
と
自
己
研
鑽
を
要
す
る
毎
日
で
あ
り
ま
す
。お
役
に
立
て
る
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、出
身
地
の
関
係
か
ら
日
本
酒
に
関
し
て
の

強
み
が
あ
り
ま
す
。そ
ち
ら
の
自
己
研
鑽
も
怠
ら
な
い
よ
う
に
邁
進
し
て
参

り
ま
し
た
の
で
、ご
用
入
り
の
際
に
は
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（一般・消化器外科）
田中　太
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平
成
29
年
12
月
９
日
（
土
）
に
、「
第

22
回
ゆ
う
あ
い
研
究
発
表
会
」
が
佐
賀

県
嬉
野
市
の
大
正
屋
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
業
務

効
率
化
』
で
あ
り
、
病
院
お
よ
び
ゆ
う

あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
の
各
部
署
や
委
員
会
で
取

り
組
ま
れ
た
成
果
を
発
表
し
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
と
し
て
、

・
「
心
臓
Ｃ
Ｔ
の
効
率
化
」
（
織

田
病
院
放
射
線
科
：
サ
ー
ク
ル
名

｢H
eartful Radiation H

ouse｣

）

・
「
注
射
薬
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
廃
止
に

よ
る
時
間
短
縮
」
（
織
田
病
院
３
階

病
棟　

サ
ー
ク
ル
名｢N

sA
A
A
｣

）

・
「
乳
が
ん
自
己
検
診
の
ス
ス
メ
」

（
織
田
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

サ
ー
ク
ル
名｢

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン｣

）

・
「
音
楽
の
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指

し
て
」
（
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
機
能
訓

練
室
・
特
定
施
設
協
力
チ
ー
ム
：
サ
ー

ク
ル
名｢

音
楽
た
の
し
も
う
隊｣

）

・
「
円
滑
な
情
報
の
共
有
で
安
全
な
送

迎
を
」
ゆ
う
あ
い
通
所
リ
ハ
ビ
リ
は

つ
ら
つ
・
い
き
い
き
：
サ
ー
ク
ル
名

｢

送
＆
迎｣
）

・
「
入
浴
と
リ
ハ
ビ
リ
時
間
の

短
縮
」
（
ゆ
う
あ
い
１
階
療
養

棟
・
機
能
訓
練
室
：
サ
ー
ク
ル
名

｢R-1w
ithB｣

）

以
上
の
６
チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
自
部
署
の
み
で
な
く
、
関

連
部
署
と
の
協
力
に
よ
る
取
り
組
み
が

発
表
さ
れ
、「
協
働
」
や
「
創
意
工
夫
」

が
よ
り
良
い
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

印
象
に
残
る
発
表
会
で
し
た
。

　

全
て
の
発
表
終
了
後
、
織
田
理
事

長
に
よ
り
、「
時
代
は
変
わ
る　

パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
図
れ
！
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
人
口
は
、
明
治
維
新
の
頃
は

３
千
３
百
万
人
だ
っ
た
の
が
戦
後
７
千
万

人
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
100
歳
以
上
の

人
口
は
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
た
１
９
６
４
年
に
は
190
人
だ
っ
た

の
が
現
在
で
は
６
万
人
超
、
さ
ら
に
は

２
０
５
０
年
に
は
50
万
人
を
超
え
る
予

想
で
あ
る
と
い
う
話
に
驚
き
、
少
子
高

齢
社
会
と
い
う
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
力
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
会
の
あ
と
は
、
お
楽
し
み

の
忘
年
会
で
し
た
。
某
野
球
チ
ー
ム
の

余
興
で
は
高
級
ク
ラ
ブ
の
マ
マ
の
妖
艶
さ

に
魅
せ
ら
れ
た
り
、
ブ
ル
ゾ
ン
○
○
○

w
ithB

の
某
師
長
の
還
暦
と
は
思
え
な
い

ノ
リ
の
良
さ
に
驚
き
、
新
人
さ
ん
の
溢
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
若
か
り
し
頃
の
時
代
を

懐
か
し
ん
で
み
た
り
と
心
地
よ
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
せ
る
時
間
と
な
り
、
明
日
への

力
と
な
り
ま
し
た
。
来
る
平
成
30
年
も

祐
愛
会
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り
、
未
来
へ

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
29
年
11
月
29
日（
水
）ケ
ア
コ
ー

ト
ゆ
う
あ
い
に
て
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
時
に
備
え
て
、
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
に
各
事
業
所
ご
と
に
年

２
回
の
防
災
訓
練
（
避
難
誘
導
訓
練
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
療
養
棟
に

は
、
１
階
40
名
、
２
階
40
名
、
合
計
80

名
の
利
用
者
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
夜
間
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

職
員
だ
け
で
短
時
間
に
避
難
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
地
域
の
方
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
１
階
20
名
、
２

階
20
名
の
合
計
40
名
の
模
擬
利
用
者
を

設
定
し
、
夜
間
の
火
災
発
生
を
想
定
し

て
、
日
没
後
、
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
・

織
田
病
院
職
員
と
鹿
島
市
消
防
団
（
鹿

島
・
能
古
見
分
団
）
40
名
、
鹿
島
消
防

署
４
名
、
地
域
住
民
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
総
勢
１
９
５
名
で
の
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
と
現
場
と
の
間
で

は
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
使
用
し
て
、

避
難
状
況
な
ど
を
的
確
に
情
報
を
伝
え

る
訓
練
、
救
護
所
で
は
、
看
護
師
に
よ

る
酸
素
吸
入
・
吸
引
の
準
備
及
び
実
施
、

医
師
に
よ
る
負
傷
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
と

重
症
者
の
病
院
へ
の
搬
送
な
ど
、
各
職

員
に
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
を
設
定
し
て

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
鹿
島
消
防
署
長
様
、
鹿

島
市
消
防
団
長
様
よ
り
、「
外
部
の
協

力
者
（
消
防
署
・
消
防
団
・
地
域
住
民
）

に
は
、
適
切
な
指
示
を
出
す
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
指
示
が
な
け
れ
ば
動
く
事

が
で
き
ず
、
混
乱
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
搬
送
方
法
や
搬
送
時
の
注
意
点
な

ど
再
確
認
し
て
下
さ
い
。
施
設
は
、
耐

火
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
炎
よ
り
煙
に

巻
き
込
ま
れ
る
の
が
一
番
怖
い
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。」
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
火
災
・
大
雨
に
よ
る
水
害
・

土
砂
災
害
・
地
震
な
ど
想
定
外
の
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
経
験
を

活
か
し
、
イ
ザ
と
い
う
時
に
的
確
な
行

動
、
情
報
伝
達
が
出
来
る
よ
う
、
又
、

防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
に
今
後
も
訓

練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
近
隣
地
域
の

方
の
ご
協
力
を
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
祐
愛
会
Ｑ
Ｃ
発
表
会
・
忘
年
会

看
護
部
外
来
師
長

　市
丸 

徳
美

ゆ
う
あ
い
防
災
訓
練

防
災
委
員
会
委
員
長

　一
ノ
瀬

　隆
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10
月
29
日
～
11
月
３
日
の
４
泊
６
日

で
全
日
病
ハ
ワ
イ
研
修
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

初
海
外
・
初
ハ
ワ
イ
、
そ
し
て
苦
手

な
飛
行
機
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
地

に
到
着
す
る
ま
で
は
ド
キ
ド
キ
で
し
た

が
、
現
地
に
到
着
し
て
み
る
と
ハ
ワ
イ

な
ら
で
は
の
温
暖
な
気
候
や
景
観
、
ホ

テ
ル
か
ら
一
望
で
き
る
ワ
イ
キ
キ
の
と

て
も
綺
麗
な
海
に
一
気
に
魅
了
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
全
日
病
研
修
で
参
加
さ
れ
て

い
た
方
々
と
の
懇
親
会
に
参
加
し
、
お

い
し
い
食
事
を
頂
い
た
り
、
ス
テ
ー
ジ

で
一
緒
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
楽

し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。
２
日
目
は
研

修
日
で
午
前
に
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
に
つ
い
て
と
ア
メ
リ
カ
の
医

療
制
度
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
日
本
で
よ
う
や
く
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
特
定
行
為
が
ア
メ
リ
カ
で
は
す

で
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
看
護
師
の
地

位
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
看
護

師
と
い
う
仕
事
に
改
め
て
誇
り
を
持
つ

こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
午

後
か
ら
は
全
日
病
研
修
で
初
め
て
と
な

る
ク
イ
ー
ン
ズ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

へ
見
学
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
施
設
内

の
設
備
や
患
者
様
の
療
養
環
境
、
そ

し
て
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
い
環
境

と
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
医
療
の
違
い

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
３
日

目
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
で
マ
ウ
イ

島
観
光
を
行
い
豊
か
な
自
然
を
満
喫
出

来
ま
し
た
。
夜
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
に
遭
遇
し
、
様
々
な
仮
装
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
メ

ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
だ
け

あ
っ
て
、
仮
装
し
た
日
本
人
の
多
さ
に

も
驚
き
ま
し
た
。
４
日
目
は
ア
ラ
モ
ア

ナ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
買
い
物

し
、
昼
食
に
パ
ン
ケ
ー
キ
を
堪
能
。
夕

食
は
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ま
た

ま
た
美
味
し
い
食
事
を
堪
能
し
た
り

と
、
楽
し
い
こ
と
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ

た
４
日
間
で
し
た
。

　

初
め
て
の
ハ
ワ
イ
を
不
安

な
く
過
ご
せ
た
の
も
、
織
田

理
事
長
、
洋
子
先
生
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
お
心
遣
い
を
戴

い
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
研
修
に
参
加
さ
れ

た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
も
楽

し
い
思
い
出
を
一
緒
に
作
っ

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
研
修
で
の
学
び
や

思
い
出
を
活
力
と
し
て
こ
れ

か
ら
の
仕
事
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
22
日
（
金
）
午
後
７

時
よ
り
、
ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
ホ
ー

ル
に
て
、鹿
島
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

愛
野
由
美
子
様
を
お
迎
え
し
て
「
愛
野

由
美
子
ク
リ
ス
マ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
＆
ゆ
う
あ
い
聖
歌
隊
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
の
方
々
や
利
用
者
様
家
族
に
も
癒
し

の
ひ
と
と
き
を
お
届
け
し
た
い
と
思

い
、
多
く
方
に
お
知
ら
せ
を
し
た
と
こ

ろ
、
約
２
０
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
が
愛
野
様
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
、
第
２
部
は
「
ゆ
う
あ
い
聖
歌

隊
」
に
よ
る
合
唱
の
２
部
構
成
で
行
わ

れ
、
第
１
部
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
シ
ョ
パ
ン
作
曲
の
組
曲
パ
ピ
ヨ
ン

を
は
じ
め
、山
下
達
郎
の
ク
リ
ス
マ
ス・

イ
ブ
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー

と
い
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
な
じ
み
の
な

い
方
で
も
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
演

奏
い
た
だ
き
、
最
後
の
曲
を
弾
き
終
え

る
と
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
く
第
２
部
の
聖
歌
隊
の
合
唱
で

は
、
総
勢
45
名
の
歌
声
が
ホ
ー
ル
内
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
歌
声
は
ゆ
ら

め
く
キ
ャ
ン
ド
ル
に
彩
ら
れ
た
ホ
ー
ル

や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ガ
ー
デ
ン
テ

ラ
ス
と
融
合
し
幻
想
的
な
空
間
を
作
り

出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
の

愛
野
様
と
坂
口
様
を
交
え
た
ハ
レ
ル
ヤ

の
合
唱
に
は
、
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
聖
歌
隊
に
て

お
客
様
を
お
見
送
り
し
て
コ
ン
サ
ー
ト

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

愛
野
様
を
は
じ
め
、
ゆ
う
あ
い
聖
歌

隊
の
皆
さ
ん
、
美
し
い
音
色
や
歌
声
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
運
営
を
お
手
伝
い

頂
い
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
来
場
頂
い

た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ハワ
イ
研
修
に
参
加
し
て

４
階
病
棟
看
護
師
　
行
武 

涼
子

愛
野
由
美
子
ク
リ
ス
マ
ス

　　ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ゆ
う
あ
い
聖
歌
隊

ゆ
う
あ
い
事
務

　渕
上 

敏
文
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学会（研究会）・講演（講義）・論文発表（平成29年）

・第14回日本病院総合診療医学会学術総会（3月3日　岡山
大学鹿田キャンパス）

　大石透、藤原元輔、山口賢太、織田良正、古川尚子、多
胡雅毅、山下秀一

 「寝たきり度Aの患者の転倒転落には男性、緊急入院、眠
剤使用、転倒転落の既往、認知度が関連する」

・日本皮膚科学会第380回福岡地方会（3月5日　ホテル
ニューオータニ博多）

　小川始主夏、永瀬浩太郎、朝長絵里子、井上卓也、成澤寛
 「治療後に症状が再燃した外陰部壊死性筋膜炎の1例」
・2017 Society of General Internal Medicine Annual 

Meetings（4月23日　米国ワシントン）
　Motoshi Fujiwara, Yoshinori Tokushima, Naoko 

Furukawa, Masaki Tago, Yoshiaki Nakahara, Shu-ichi 
Yamashita

　｢Recurrent Pneumocystis pneumonia can develop in a 
human T-cell lymphotropic virus type-1(HTLV-1) carrier 」

・第39回総合診療ケースカンファレンス（5月17日　マリト
ピア）

　大石透「特発性器質化肺炎の二例」
・第18回九州ブロック介護老人保健施設大会in長崎（6月2

日　タワーシティ会議室3）
　山口真二「「ときどき入所」型老健を目指して」～在宅

復帰強化型老健の取り組みより～
　山下のぞみ「はじめての生活行為向上マネジメント」～

母ちゃんの頑張り日記「息子に迷惑はかけられんばい」～
・第53回日本肝臓学会総会（6月8～9日　広島国際会議場）
　河口康典、吉岡航、野下祥太郎、高橋宏和、江口有一

郎、尾崎岩太、岡田倫明、柳田公彦、小平俊一、井手康
史、安武努、川副広明、水田俊彦

 「DAA治療によるHCV排除後の肝発癌抑制効果および尾
案発癌危険因子の検討」

・平成29年度佐賀県医療ソーシャルワーカー協会総会研修
会「皆の仕事を理解しよう」

（6月17日　国立病院機構佐賀病院4階研修ホール）
　原和行「地域包括ケア病床におけるMSWの役割」
・第2回佐賀県市民公開講座（7月1日　鹿島市生涯学習セン

ターエイブル）
　小宗静男「もっと聞こえるようになろう」
・第30回日本疼痛漢方研究会学術集会（7月1日　東京コン

ファレンスセンター品川）
　中平圭「線維筋痛症に対する漢方治療で冬季と夏季で使

い分けて処方した症例」
・第19回日本医療マネジメント学会学術総会（7月7～8日　

仙台国際センター）
　織田良正、多胡雅毅、古川尚子、織田正道、山下秀一
 「人間ドックでCEA、CA19-9上昇を認めた患者の実態と

経過に関する検討」
　織田良正、神代修、小森ヒロ子、古川尚子、多胡雅毅、

山下秀一
 「退院直後の訪問サービス利用前後での患者、患者家族の

意識の変化」
　中村典弘、市丸徳美、伊山明宏
 「ＤＣＵ（Dementia Care Unit）創設と認知症ケアサポー

トシステムの開発」
・第3回地域包括ケア病棟研究大会（7月9日　東京コンベン

ションホール）
　織田正道「シンポジスト　地域包括ケア病棟の質を考え

る」
　原和行「退院支援における地域包括ケア病床の有効活用

の取り組み」
・日本ペインクリニック学会題51回大会（7月21日　長良川

国際会議場、岐阜都ホテル）
　中平圭「局所麻酔薬は臨床で使用される高濃度でヒト内

向き整流性K+チャネルKir2.xを異なる様式で抑制する」
・第17回佐賀県臨床皮膚科医会（7月29日　ホテルニュー

オータニ佐賀）
　織田洋子、小川始主夏「忘れた頃にやってくる疥癬」
・第40回佐賀救急医学会（9月2日　鹿島市生涯学習セン

ターエイブル）
　織田良正「高齢者の救急医療に向き合う　～二次救急病

院としての役割を再考する～」
　大石透、藤原元嗣、香月尚子、多胡雅毅、西山雅則、
　山下秀一
 「祐愛会織田病院における高齢者救急の実態調査」
　眞木恭子、副島りつ子、吉村かおり、河本健太郎、市丸

徳美
 「外来における在宅支援にむけて～退院時指導を活かした

外来継続看護の実施～」
　中村典弘、市丸徳美、伊山明宏
 「認知症合併高齢者に対する我々のチャレンジ～DCU

（Dementia Care Unit）創設～」
・第59回全日本病院協会in石川（9月9～10日　石川県立音

楽堂他）
　織田良正「退院直後の訪問診療・訪問看護によりみられ

る患者、患者家族の意識の変化」
　山口賢太、下田尚子、市丸徳美、辻田幸子、伊山明宏
 「転倒転落防止におけるDCU開設の効果」
　山口賢太、古川尚子、多胡雅毅、山下秀一、伊山明宏、

織田正道
 「寝たきり度Aの患者の転倒転落には男性、緊急入院、眠

剤使用、転倒の既往、認知度が関連する」
　井手綾子、川原佳、宮崎圭介、小野原彩夏、緒方良彦
 「より多くの患者により質の高いお薬手帳を」
　中村典弘、神代修、辻田幸子、重松かおり、田中寛子、

竹本真奈美、宮崎公志、伊山明宏
 「地域包括ケア病床有効活用への取り組み」
・第19回日本認知症グループホーム大会in京都（9月9日　

国立京都国際会館）
　北川英俊「グループホーム同士で助け合おう」～近隣の

グループホームとの交流会を開催し
・第15回日本病院総合診療医学会学術総会（9月14日　ディ

ズニーアンバサーホテル）
　山口りか、藤原元嗣、大石透、香月尚子、西山雅則、大

串昭彦、多胡雅毅、山下秀一、福田いずみ「IGF(insulin
－like Growth Factor)-Ⅱ産生腫瘍による低血糖で意識障
害を起こした高齢男性」

・WORLD CONGRESS of GASTROENTEROLOGY 
at ACG2017 in Orland（10月17日　Orange County 
Convention Center）

　Eri Takeshita, MD, Yasuhisa Sakata, MD, PhD, Sanae 
Kawamura, MD, Takuya Matsunaga, MD, Nanae 
Tsuruoka, MD, PhD, Koichi Miyahara, PhD, Naoyuki 
Tominaga, PhD, Keiji Matsunaga, PhD, Ryo Shimoda, 

【学会（研究会）発表】
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MD, PhD, Ryuichi Iwakiri, AP, Motoyasu Kusano, DM, 
PhD, Kuzuma Fujimoto, MD, PhD

 「Frequent Upper Gastrointestinal Symptoms in Japanese 
Females Compared to Males Did Not Depend on 
Endoscopic Esophagitis」

・第40回総合診療ケースカンファレンス（11月15日　マリ
トピア）

　藤原元嗣「精神疾患を有する糖尿病患者について、介入
に苦労した一例」

・医療マネジメント学会第16回九州・山口連合大会（12月1
～2日　別府国際コンベンションセンター）

　市丸徳美、中村典弘、伊山明宏「Demetia Care Unit
（DCU）開設1年後の評価」

　吉原沙紀、竹本真奈美、重松かおり「事例を通して、退
院支援の効果と課題について考える」　

・開成デイサービスセンター職員研修（1月6日）石井大輔
「通所介護計画の実践について」

・佐賀大学看護学科講義（1月13日）市丸徳美「老年看護―
介護老人保健施設における看護師の役割」

・福岡県私設病院協会研修会（1月19日）重松かおり「退院
支援」

・ゆうあい公開セミナー24時間定期巡回・随時対応サービ
ス開設記念講演会

 （1月21日　鹿島市生涯学習センターエイブル）
　織田正道「豊かな長寿社会に向けた取り組み」
・日経BP公開座談会「地域包括ケア時代のあるべき心不全

治療」
 （1月27日　品川インターシティーホール）
　織田良正「高齢化とどう向き合うか　～織田病院の挑

戦：MBC(Medical Base Camp)～」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義（2月13・20・

27日）
　神代修「社会保障　社会福祉のしくみ」
・介護老人保健施設たんぽぽ職員研修（2月22日）石井大輔

「看護・介護記録の書き方」
・独立行政法人福祉医療機構　医療施設整備・機能強化セ

ミナー（2月24日　全社協・灘尾ホール）
　織田正道　「『治す医療』から『治し支える医療』への

転換
　～85歳以上人口の急増により地域医療が大きく変わる」～
・ゆうあい公開講座　地域嚥下サポート勉強会（2月24日）
　中根知子「摂食嚥下機能と口腔ケアについて」
・佐賀県委託事業　生活支援サポーター養成研修（2月24

日、3月7日　グランデはがくれ）
　石井大輔「生活支援Ⅰ（基礎知識）」
・鹿島看護学校卒業記念講演（2月28日）
　市丸徳美「看護実践を通して伝えたいこと～認知症看護

認定看護師の立場から～」
・臼杵市心不全病診連携会（3月1日　大分県臼杵市コスモ

ス病院内）
　織田良正「治す医療」から「治し支える」医療への転換
・認知症サポーター養成講座（3月9日、4月7日　織田病

院）
　石井大輔　光武耕治「認知症を理解し地域で支えよ

う！！」
・第31回鹿島市みんなの集い（3月12日　鹿島市民会館）
　織田良正「いきいき楽しく生活するために　～予防医療

と心の健康～」
・佐賀県委託事業　生活支援サポーター養成研修（3月14日　

グランデはがくれ）

　石井大輔「生活支援Ⅱ（演習）」
・第1回佐賀難聴・めまい懇話会（4月12日）
　小宗静男「アブミ骨固着症について」
・ケアポートしらたき職員研修会（4月21日）市丸徳美「認

知症ケア」
・佐賀大学医学部麻酔・蘇生学教室開港36周年記念会・第

27回佐賀大学医学部麻酔･蘇生学教室同門会総会学位取得
講演（4月22日）

　中平圭「Clinical concentrations of local anesthetics 
bupivacaine and lidocaine differentially inhibit human 
Kir2.x inward rectiier K+ channels.」

・第13回佐賀県診療情報管理懇話会（4月22日　佐賀大学医
学部附属病院　臨床大講堂）

　織田良正「治す医療」から「治し支える医療」への転換

・短期専門コース（5月12日　アバンセ）石井大輔「看護・
介護記録の書き方」

・佐賀県看護協会研修会（5月17日）市丸徳美「認知症患者
の看護」

・心不全病診連携セミナー（5月18日　健和会大手町病院）
　織田良正「超高齢心不全患者をいかに診るか　～地域急

性期病院を全うするために～」
・佐賀県看護協会新人看護職員多施設合同フォローアップ

研修（5月24日）
　市丸徳美「認知症看護の実際」
・佐賀県介護支援専門員研修専門課程Ⅰ（6月5日）市丸徳

美「認知症に関する事例」
・佐賀県MDSフォーラム（6月9日　ホテルマリターレ創

世）
　出勝「当院におけるアザシチジンの投与経験」
・佐賀県看護協会研修会（6月13日）市丸徳美「認知症高齢

者の看護実践に必要な知識」
・佐賀県立総合看護学院（6月22日）西山雅則「地域医療と

高齢者保健指導」
・大分県病院協会　定時社員総会特別講演会　（6月24日　

レンブラントホテル大分）
　織田正道「地域医療構想と医療計画」
・第一三共講演会（6月27日）市丸徳美「認知症ケア加算取

得に向けた取り組み」
・平成28年度介護労働講習（介護実務者研修）（6月30日、

7月10・18日、8月4日　ｻﾝｼﾃｨｰﾋﾞﾙ）
　石井大輔「実践講習：生活支援①・②・④・⑤」
・市民公開講座（7月1日）中根知子「補聴器の正しい使い

方」
・日本医業経営コンサルト協会福岡県支部継続研修講演会

（7月6日　福岡天神ビル）
　織田正道「超高齢社会における民間病院の役割」
・第一三共Web講演会（7月12日）市丸徳美「認知症ケア

加算取得に向けた取り組み」
・佐賀県介護福祉士会支部研修（7月12日　橘公民館）
　石井大輔「介護過程：アセスメントの書き方、考え方」
・介護補助講習会「介護補助パソコン講習」（7月20日　鹿

島市民会館）
　石井大輔「利用者のこころを支える、利用者を理解し信

頼を形成する、介護技術の基本」
・杵藤広域部症例検討会（7月29日）
　野中あゆみ「非代償性肝硬変患者のリハビリテーショ

ン」
・嬉野漢方の集い第439回講演（8月3日）中平圭「ペイン領

域の漢方治療」
・長崎みなとメディカルセンター職員研修会（8月7日）
　市丸徳美「認知症ケア加算の理解とケアの実践」

【講演・講義】
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・平成28年度介護労働講習（介護実務者研修）（8月23日　
西九州短期大学）

　石井大輔「生活支援技術Ⅱ」
・第47回鹿島市老人クラブ大会（8月24日　鹿島市民会館

ホール）
　織田良正「みんなで築こう！健康長寿社会！」
・総合診療医のための心不全学術講演会（9月6日　マリト

ピア）
　織田良正「当院でのトルバプタン使用経験からの考察」
・佐賀県看護協会（8月27～28日、9月8日）市丸徳美「看護

職員認知症対応力向上研修」
・佐賀県介護福祉士会支部研修（9月13日　橘公民館）
　石井大輔「介護過程：介護計画書の書き方、考え方」
・嬉野医療センター附属看護学校講義（9月15・22日、10月

6・25日）
　市丸徳美「老年看護（高齢者施設における看護、認知症

看護）
・嬉野医療センター職員研修会（9月29日）市丸徳美「認知

症ケアについて」
・市民公開講座（9月29日）本村拓郎「ロコモ運動教室」
・佐賀大学大学院看護学科講義（10月3日）市丸徳美「老年

看護学特論　認知症看護」
・介護補助講習会「介護補助パソコン講習」（10月5日　武

雄市文化会館）
　石井大輔「利用者のこころを支える、利用者を理解し信

頼を形成する、介護技術の基本」
・第5回九州老年心血管病研究会（10月10日　グランドハイ

アット福岡）
　織田良正「老年心不全をいかに診るか　～地域急性期病

院を全うするために～」
・認知症サポーター養成講座（10月16日　執行分公民館）
　石井大輔　光武耕治「認知症を理解し地域で支えよ

う！！」
・第14回ゆうあい公開セミナー地域勉強会～多職種から学

ぶ褥瘡ｻﾎﾟｰﾄ～（10月20日）
　渕明子「褥瘡と栄養」
　福地有沙「ポジショニングについて」
・高齢者スキルアップ・就職促進事業（介護初認者講習）

（11月8日　日研学院）
　石井大輔「自立にむけた介護・介護職の役割、専門性と

他職種との連携」
・第2回佐賀難聴・めまい懇話会（11月15日）小宗静男「耳

科手術の基本術式」
・ゆうあい公開セミナー　地域嚥下サポート勉強会（11月

17日）
　松枝知香「認知症と摂食嚥下障害」
・糖尿病公開講座（11月17日）本村拓郎「運動について」
・認知症対応型サービス事業管理者研修講義（11月21日）
　北川英俊「適切なサービス提供のあり方についてⅡ」～

地域等の連携～
・鹿島市・鹿島市教育委員会　盛年の集い　（12月10日　

鹿島市生涯学習センターエイブル）
　織田正道　「エイジレス・ライフ」
・諸隈病院職員研修会（12月16日）市丸徳美「看護職員認

知症対応力向上研修伝達講習」
・佐賀県女性医師懇談会（12月17日　マリトピア）
　織田洋子「SAGA  JOY  NETWORK  by  BALLON  

PROJECT」
・佐賀県社会福祉会（12月19日）神代修「認知症介護従事

者のキャリアアップ研修　介護過程」
・医療法人大誠会内田病院（12月20日）神代修「当院の取

り組み　退院支援」

・織田正道「超高齢患者が急増しフラット型チームとICT
で変革をとげた」

　メディカ出版　医療と介護Next１月号
・織田正道　特集　第７次医療計画－これまでと何が違う

のか、病院への影響は？
　地方都市の民間病院の立場から考える　第７次医療計画
　地域のニーズに合わせてソフトランディングする
　医学書院　病院　第７６巻　第７号
・佐賀新聞社　佐賀偉人伝　－佐賀の先人たちから未来へ

の贈り物－
　<共同執筆者>青木歳幸、鍵山稔明、織田正道他
・織田正道　特集　「地域志向型病院」のススメ　
　退院促進や在宅を重視、院内外の体制を見直し
　日系BP社　日経ヘルスケア７月号
・織田正道　ちょっと拝見老健施設
　あらゆるステージの要介護度に対応　“ゆうあいビレッ

ジ”の基幹施設に
（全国老人保健施設協会機関紙）　　　老健　１１月号
・織田正道　「好生館」１８０年間の時の流れと共に
　好生館１８０年記念誌
・小宗静男：側頭骨含気理論に基づいた中耳コレステリン

肉芽腫の新治療法
　JOHNS Vol.33 No.11 2017
・Genki Ogata,Yuya Ishii,Kai Asai,Yamato Sano,Fumiaki 

Nin ,Takamasa Yoshida ,Taiga Higuchi ,Se ish iro 
Sawamura,Takeru Ota,Karin Hori,Kazuya Maeda,Shizuo 
Komune,Katsumi Doi,Madoka Takai,Ian Findlay,Hiroyuki 
Kusuhara,Yasuaki Einaga and Hiroshi Hibino：A 
microsensing system for the in vivo real-time detection 
of local drug kinetics

　Reprinted from Nature Biomedical Engineering 1,pp.654-
666,9 August 2017

・Mitsuo P.Sato,Taiga Higuchi ,Fumiaki Nin,Genki 
Ogata,Seishiro Sawamura,Takamasa Yoshida,Takeru 
Ota,Karin Hori,ShizuoKomune,SatoruUetsuka,Sam
uel Choi,Masatsugu Masuda,Takahisa Watabe,Sho 
Kanzaki ,Kaoru Ogawa,Hidenori Inohara,Shuichi 
Sakamoto,Hirohide Takebayashi,Katsumi Doi,Kenji 
F.Tanaka and Hiroshi Hibino：HEARING LOSS 
CONTROLLED BY OPTOGENETIC STIMULATION 
OF NONEXCITABLE NONGLIAL CELLS IN THE 
COCHLEA OF THE INNER EAR.

　Frontiers in Molecular Neuroscience September 2017 
Volume10 Article300

・谷口賢一郎,乗田浩明,織田良正,中原快明：心タンポナー
デで発症した結核性心膜炎の一例.

　総合診療27(2):268-271,2017
・織田良正, 片山雄二, 古賀秀剛, 古賀清和：遅発性胸骨骨

髄炎に起因した感染性仮性大動脈瘤の1例.日本心臓血管
外科学会雑誌 46(5):260-263,2017

・永沢善三,松本浩一,大石浩隆：ビブリオ・バルニフィカス
感染症－基礎：本菌の特徴・疫学・検査・

　対策－.JVM（獣医畜産新報）70(4)：246-250,2017
・市丸徳美「介護拒否がある～認知症の人の行動を問題行

動ととらえず、意味のあるサインととらえる」
　日総研季刊誌、認知症介護、2017春号、（P2～P11）
・下田尚子、市丸徳美、伊山明宏「ＤＣＵ（ディメンティ

ア・ケア・ユニット）における心理的介入の実践報告」
全日病院協議会雑誌　第28巻１号

【論文】
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
は
皆
様
に
と
って
ど
の
よ
う
な一年
で

し
た
か
？
私
は
、
法
人
全
体
が
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
」
つ
ま
り
「
劇
的
な
変
化｣

を
遂
げ
て
い

る
中
に
あ
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
一
年
で

し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
お
だ
ぴ
た
る
が
皆
さ
ん
の
手

元
に
届
い
て
い
る
頃
は
、
職
員
ド
ッ
ク
の
真
っ
最

中
で
す
ね
。
既
に
ド
ッ
ク
が
終
了
し
ホ
ッ
と
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
あ
と
に
ド
ッ
ク
や
健
診
を
控
え
、
減
量
の
真
っ

最
中
！
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
み
な
さ
ん
は
正
月
明
け
、
体
重
計
に
乗
り

ま
し
た
か
？｢

正
月
太
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
実
際
に
年
末
年
始
は
体
重
が
増
え

や
す
い
時
期
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

　

油
断
を
す
る
と
簡
単
に
増
え
て
し
ま
う
体
重

で
す
が
、
こ
れ
が
ま
た
落
と
す
の
が
難
し
い
…
。

　

体
脂
肪
を
１
㎏
減
ら
す
に
は
７
０
０
０
㎉
を

消
費
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
運
動

で
消
費
す
る
に
は
、
な
ん
と
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
３
回

分
に
相
当
し
ま
す
。（
谷
口
Ｄｒ
や
総
務
の
下
村

さ
ん
な
ら
朝
飯
前
で
し
ょ
う
が
私
達
に
は
大
変

厳
し
い
話
で
す
ね
。）

　

で
は
そ
の
代
わ
り
に
、
体
脂
肪
１
㎏
を
食
事

で
落
と
す
に
は
？
１
日
２
３
０
㎉
＝ 

ご
飯
お
茶

碗
軽
く
１
杯
（
１
４
０ｇ
）
を
減
ら
す
こ
と
を

30
日
間
続
け
れ
ば
、１
ヶ
月
で
体
重
が
１
㎏
減
！

こ
れ
な
ら
ま
だ
現
実
味
が
あ
り
ま
す
ね
。
１
ヶ

月
で
１
㎏
減
。
と
い
う
こ
と
は
１
年
で
12
㎏
減
。

夢
の
よ
う
な
数
字
で
す
ね
。
口
で
言
う
の
は
簡

単
で
す
が
、
私
も
食
欲
に
は
勝
て
ま
せ
ん
…
。

　

そ
れ
で
は
、２
０
１
８
年
が
み
な
さ
ん
に
と
って

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト(

劇
的
な
変
化
）」
の
１

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　牛
島
久
美
子

　2015年5月に活動を開始した陸上部は現在部員13名、院内外
サポーター5名の計18名で活動しています。院外サポーターの中
には箱根駅伝出場の青山学院大学・中央大学の駅伝競走部OBも２
人居られ、貴重なアドバイスを受けながら活動しています。
　部活動とはいえ個人の自主練習が主ですが、各人の競争力の
チェックを兼ねて例会として毎週木曜日の夜に鹿島市陸上競技場
で18時30分集合、本練習は19時から19時50分まで活動し、競技
場の照明が落ちる20時に散会しています。忙しい仕事や家事等の
合間を縫っての練習は大変ですが、短時間集中型で今年度も、第
70回県民体育大会の女子走り高跳びで2位、40歳以上3000mで
6位入賞と職場の仲間が好成績を収めています。また、競技として
だけでなく、走り幅跳びや砲丸投げなど、TV等でしか観たことのな
い種目に挑戦する体力測定も楽しく真剣に行っていますので、自分
の身体能力を数値で知りたい方は木曜日の夜競技場を覗いてみて
ください。面白いですよ陸上競技！

陸上部 防災救命担当　部長　井上　出

部活動報告 CLUB Report

女子走り高跳び 2位
（大塚拓実さん：リハビリ）

40才以上男子3000m 6位
（下村嘉憲さん：総務）

・しきなみ10周年記念　宅老所しきなみ

 （1月14日）にわか劇「昔話」

・にわかフェスティバル2017　佐賀市文化会館大ホール

 （1月15日）にわか劇

・市民公開講座定期巡回開設記念　エイブル

 （1月21日）にわか劇

・鳥栖三養基地区在宅ネットワーク　みやき町コスモス館

 （3月4日）にわか劇

・県内の医療事務に係る職員　佐賀大学

 （4月22日）ICTを使ったMBC在宅支援

・JA年金友の会500人 　太良町役場横ホール

 （6月24日）にわか劇「逢いたくて」天使

・JA年金友の会180人 　白石JA会館

 （7月3日）にわか劇「逢いたくて」天使

・鹿島市老人クラブ連合会　鹿島市民会館

 （8月24日）にわか劇「詐欺」、デイサービス、体操

・みかん生産者の会　鹿島市市民会館

 （9月5日）にわか劇「詐欺」、デイサービス、体操

・公民館集まり　中村公民館

 （9月11日）にわか劇「詐欺」、デイサービス、体操

・鹿島市漁協組合年金友の会　鹿島市漁協組合浜営業所

 （9月28日）にわか劇

・高齢者一人暮らしの方と

　支える方の集まり

　大村方公民館

 （10月24日）にわか劇

・鹿島市盛年の集い

　エイブル

 （12月10日）にわか劇

「暇ほど毒なものはない」、

　体操

平成29年 ゆうあい一座 公演実績


